
日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総

裁
高
松
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え

し
て
第
七
回
赤
十
字
社
員
大

会
な
ら
ぴ
に
、
ご
親
授
式
を

当
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
は
市
民
各
位
と
と
も

に
心
か
ら
よ
ろ
こ
び
に
た
え

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
明
治
 

二
十
年
に
博

愛
社
か
ら
日

赤
社
と
名
称

を
あ
ら
た
め

国
際
的
な
組
 

織
と
し
て
発
足
以
来
、
今
日
 

ま
で
そ
の
理
想
と
す
る
世
界
 

平
和
と
、
人
類
の
福
祉
増
進
 

の
た
 
め
、最
大
の

努
力
を

傾
注
し
．
国
籍
、
人
権
を
越

え
た
、
博
愛
平
和
、
奉
仕
の

精
神
に
も
と
づ
き
、
医
療
救

護
態
勢
の
完
備
、
災
害
救
護

装
備
の
充
実
、
社
会
福
祉
施

設
の
援
護
、
あ
る
い
は
北
鮮

帰
か
ん
業
務
な
ど
、
広
く
人

道
的
立
場
か
ら
、
そ
の
役
割
 

を
は
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た

日
赤
五
所
川
原
地
区
と
し

て
も
、
市
民
各
位
の
ご
理
解

あ
る
ご
協
力
の
も
と
に
、
明

る
い
社
会
と
平
和
な
家
庭
を

築
く
た
め
に
、
種
々
の
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
一
層
積
極
的
に
お
こ
な
う
 

た
め
数
年
来
、
社
員
組
織

ソ
 

7
、‘
ー
I
コ
ー
 Jイ
J
I
ー
の
 

拡
充
を
期
す
る
た
め
に
、
赤

十
字
思
想
の
普
及
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
 

赤
十
宇
事
業
の
伸
展
は
、
 

市
の
発
展
を
意
味
す
る
も
の

で
す
。
 

本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
 

赤
十
字
の
理
想
で
あ
り
ま
す

博
愛
、
平
和
の
精
神
を
さ
ら
 

に
深
め
明
る
 

い
郷
土
の
建
 

設
と
、
平
和

栄
 

造
 

な
町
づ
く
り
 

の
た
め
全
市

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
遇
進

す
る
ょ
う
切
望
し
て
や
み
ま

せ
ん
。
 

今
回
の
大
会
に
あ
た
り
、
 

永
年
に
わ
た
り
赤
十
字
社
発

展
に
ご
功
績
の
あ
っ
た
方
寿

に
、
深
く
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
栄
あ
る
有
功
章
ご
親
授

に
浴
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
 

心
か
ら
お
祝
い
た
し
ま
す
o
 

日
赤
社
員
大
会
に
あ
た
っ
て
 

五
所

川

原
 
市
 長

日
赤
五
所
川
原
地
区
長
 
佐

々
木
 

報
ー （青森県） 五 所 川 原 市 広 
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高松宮妃殿下の市内通行時間 

◇午前10時30分～田時40分 一湊ー栄町、田町

―本町ー寺町ー岩木町ー市民文化会館着 

◇午後1時～1時10分 ー市民文化会館ー柳町ー 

新町ー田町、栄町ー湊ー工業高校着 

◇午後3 時10分～3 時15分 ー工業高校一湊―

栄町、田町一平和町ー南小学校着 

◇午後 4時25分 一南小学校一平和町一田町、 

栄町ー湊一青森へ 

◇市内における一般市民の沿道での歓送迎場所 

は、つぎのとおり規制されます。 

―田町、新町、本町ー 

 

駐車できない場所と時間 

高松宮妃殿下が当市にお成りになるので、7 月 

23日は、つぎの場所と時間帯は、自動車を駐車さ

せないでください。 

◇午前8時～午後4時如分 一工業高校前から丸

大十字路までの国道ー 

◇午前8時～午後1時相分 ー三善呉服I占前から

葛西薬店前まで（岩木町、川端町の市民会館前通

り） 

◇午前8 時～10時40分 一丸大十宇路から三善

呉服店前までの寺町通り 

◇午後 3時～4時30分 一平和町入「］（丸愛ス

ト7前）から南小学校まで 

日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総
裁

高
松
宮
妃
殿
下
を
、
五
所
川
原

市
に
お
迎
え
し
て
、
第
七
回
赤

十
字
社
員
大
会
と
、
ご
親
授
式

が
開
か
れ
ま
す
。
 

こ
の
大
会
は
、
毎
年
、
青
森

・

市
を
中
心
に
開
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
、
西
北
の
中
心
地

で
あ
る
当
市
が
、
開
催
地
に
決

定
し
、

・来
る
七
月
二
十
三
日
、
 

県
立
五
所
川
原
工
業
高
校
を
主

会
揚
に
、
盛
大
に
開
か
れ
る
も

の
で
す
。
 

高
松
宮
妃
殿
下
は
、
七
月
一
一

十
三
日
午
前
十
時
四
十
分
、
当

市
に
お
着
き
に
な
り
、
社
員
大

会
、
ご
親
授
式
に
ど
出
席
さ
れ

る
ほ
か
、
県
青
少
年
赤
十
字
団

員
大
会
、
お
茶
会
な
ど
に
ご
出

席
に
な
り
、
同
日
午
後
四
時
一
一

十
五
分
、
当
市
を
お
た
ち
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
当
市
で
人
類

の
恒
久
平
和
を
精
神
と
す
る
日

赤
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
は
、
 

今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
大
会
を
機
会
に
、
市

民
の
み
な
さ
ま
の
日
本
赤
十
字

社
に
対
す
る
、
再
認
識
と
今
後

の
協
力
を
望
ま
れ
ま
す
。
 

工
業
高
校
で
開
か
れ
る
社
員
 
 

大
会
に
は
、
入
場
券
が
な
い
と

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
会
場
の
収
容
力
の
都
合
か

ら
、
市
内
在
住
社
員
の
二
割
程
 
 

度
ょ
り
入
場
券
の
発
行
が
で
き

ま
せ
の
で
、
入
場
で
き
な
い
方

も
、
事
情
を
ご
了
承
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

大
会

中
の
主
な

行

事
 

▽
県
青
少
年
赤
十
字
社
員
大

会
（

一
千
人
参
加
）
午
前
十
時

よ
り
市
民
文
化
会
館
 

▽
午
さ
ん
会
 
正
午
よ
り
市
 
 

民
文
化
会
館
 

▽
社
員
大
会
、
ご
親
授
式
（
 

一
千
六
百
人
参
加
）
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
工
業
高
校
 

▽
お
茶
会
 
（
日
赤
支
部

招

待
来
へ
ん
六
百
人
参
加
）
午
後

三
時
三
十
五
分
よ
り
南
小
学
校
 

日
赤
社
員
大
会
 

高
松
宮
妃

殿
下
を
お
迎
え
し

て
 



3回戦以後は第二次抽せんをおとなう 

花 巻 南高校（岩 

1回戦は8月1日、2回戦は8月2日おこなう 

手）  	高蔵女子商業高校（愛 知） 

足利 学園 ク （栃 木） 玉名 女子 ク（熊 本） 

鹿児島女子 ク（鹿児島） 野 沢 南 ク （長 野） 

明徳 商業 ク （京 都） 	 美 作 'I（岡 山） 

安田‘女子 ク （広 島） 桐生 女子 ク （郡 馬） 

津 女 子 ク （三 重） 山形 商業 ク（山 形） 

五所 川原 ク（青 森） 	 聖和学園吉田 ク（宮 城） 

北海道南茅部 ク（北海道） 下舘 第ニ ク（茨 城）・・・ 

三 刀 屋 ク（島 根） 鴬谷 女子 ク（岐 阜） 

徳島 商業 ク（徳 島） 	 向 陽 ク （和歌山） ク （和歌山） 

藤園女子学園 ク（富 山） 明 明 善 善 ク （香ク （香 川） 川） 

千葉 女子 ク （千 葉） 鶴鳴鶴鳴 女子女子 ク （長ク （長 崎） 崎） 

米 子 南 ク （鳥 伊野 取） 	 伊野 商業商業 ク（高ク（高 知） 知） 

小 松 川 ク （東 京） 沼津沼津 女子女子 ’（静 ,（静 岡） 岡） 

星 	稜 ク （石 川） ク （福 島） 

佐賀 女子 ク（佐 賀） 	 杉森 女子 ク（福 岡） 

御 	所 ク（奈 良） 宣 真 ク （大 阪） 

青森 中央 ク （青 森） 横浜 戸塚 ク （神奈川） 

大津 商業 ク（滋 賀） 	 松山 女子 ク （埼 玉） 

今治 明徳 ク （愛 媛） 洲 本 ク （兵 庫） 

塩山 商業 ク （山 梨） 由 利 ク （秋 田） 

宇部 女子 ク （山 口） 	 妻 ク （宮 崎） 

大 分 東 ク（大 分） 北 陸 ク（福 井） 

高 田 北城 ク （新 潟） 宇都宮女子商業（前年度優勝） 

市政ニコ．ーフ、 ② 

全
国
高
校
総
体
 

八
月
一
日

か
ら
熱
戦

展
開
 

昭
和
四
十

一
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大

会
は
、
七
月

三
十

一
日
の
県
営

ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
の
開
会
式
に
は
じ

ま

り
、
各
市
に
お
い
て
、
熟
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

当
市
で

は
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

競
技
（
第

十
八
回
全
日
本

高
校

女
子
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
選
手
権
大

会
）
が

八
月
一
日

か
ら
四
日
ま

で
、
北
斗
グ

ラ
ン
ド
で
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
 

す
で
に
、
前
年
度
優
勝
の
宇

都
宮
女
子
商
業
高
校
を

は
じ

め

参
加
四
十

八
校
が
で

そ
ろ
い
、
 

組
合
せ
も
き

ま
っ
て
お
り
ま
す
 

開
始
式

は

8
時

3
0
分
 

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
選
手
権
大
会

の
開
始
式
は
、

八
月
一
日

午
前

八
時
三
十
分
か
ら
北
斗
グ
ラ
ン
 
 

ド
に
、
全
国
か
ら

勝
ち
抜
い
て

き
た
若
人
が
集
い
、

お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
 

つ
づ
い
て
、
午
前
十

時
、
四

面
の
グ

ラ
ン
ド
同
時
に
試
合
が

は
じ
め
ら
れ
、
 
一
回
戦
十

六
試

合
が
、
第
二
日

に
は
、
午
前
九

時
か
ら

二
回
戦
十
六
試
合
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

第
三
日
に
は
、

前
日
ま
で
勝

ち
進
ん
だ
十
六
チ

ー
ム
に
よ
る

抽
せ
ん

に
よ
り
、

三
回
戦
八
試

合
、
四
回
戦
四
試
合
、

最
終
日

に
は
、
午
前
九
時
か
ら
準
決
勝

正
午
か
ら
決
勝
が
お
こ

な
わ
れ
 

ま
す
。
 

好
試
合
の

連
続
 

前
年
度
優

勝
の
宇
都

宮
女
子
 

商
高
は
、
第

二
日
の
四
試
合

目
 

に
、
前
年
度
第
二
位
の

明
徳
商
 

高
（
京
都
）
は
、
過
去
こ
の
大

会
で
四
回
の
優
勝
経
験
を
も

つ

安
田
女
高

（広
島
）
と
第

一
日

二
試
合
目
に
お
こ
な
い
ま
す
。
 

前
年
度
第
三
位
の
今
治
明
徳

尚
 

（愛
媛
）
、
宇
部
女
子
高
（
山

ロ
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
日
に

塩
山
商
高

（
山
梨
）
、
大
分
東

高
（
大
分
）
と
対
戦
い
た
し

ま

す
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
高
校

は
第

一
日
の
三
試
合
目
に
南
茅
部
高
 

（
北
海
道
）
と
、
青
森
中
央
高

は
、
第
二
日
の
二
試
合
目

に
、
 

佐
賀
女
子
高

（佐
賀
）
と
御
所

高
（
奈
良

）
の
勝
者
と
対
戦

い

た
し
ま
す
。
 

〇
 
〇
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
全
国
各
 

地
か
ら
訪
れ
た
選
手
を
、

心
か
 

ら
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。
 

花
火

遊
び
は
 

注
意
し

て
 

花
火
の
ツ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
、
お
も
ち
ゃ
の
花
火
は
、
 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
か
か

せ
な
い
遊
び

の
ー
つ
で
す
が
、
 

ち
ょ
っ
と
、
ま
ち
が
え
ば
、
火

災
を
ひ
き
起
し
た
り
、
け
が
を

し
た
り
し

ま
す
。
 

ご
家
庭
で

は
、
花
火
の
正
し

い
遊
び
方
を
指
導
し

ま
し
ょ

う

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な

い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
 

▽
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
 
一

度
に
火
を
つ
け
な
い

よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

・
 

▽
花
火
を
人
や
、

家
に
向
け

た
り
、
も
え
や
す

い
物
の
あ
る

場
所

で
、
遊
ば
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ

う
 

▽
打
上
げ

花
火
は
、
途
中
で

火
が
消
え

て
も
、

の
ぞ
か
な
い

よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
 

組
 

合 せ 表 



夏
の
伝

染
病
予
防
 

手

洗
い

を
励
行
し

よ
う
 

マ
 
ルチ
ン
株

式
会
社

（社
長

成
田
不
二
雄
氏
 

）
 
は
、創
業
五

十
周
年
記
念
の
 

ー
か
ん
と
し
て

新
し
い
自
転
車

百
台
を
、
市
に

寄
贈
し
ま
し
た

こ
れ
は
、
初

代
社
長
、
成
田

篤
弥
翁
の
ご
偉

徳
を
し
の
び
、
 

ご
遺
志
を
つ
い

で
地
域
社
会
に

貢
献
し
よ
う
と

し
て
寄
贈
さ
れ
 

た
も
の
で
す
。
 

同
社
は
、
前
に
も
長
橋
中
学
 

校
の
遠
距
離
通
学
し
て
い
る
生
 

市
献
血
推
進
協
議
会
（
会
長

佐

A
木
市
長
）
発
足
初
の
献
血

は
、
七
月
七
日
午
前
十
時
か
ら

市
役
所
前
で
、

お
こ
な
い
ま
し

た
が
、
市
長
「
助
役
を
第

一
号

第
二
号
と
し
て
市
議
会
議
員
、
 

市
役
所
職
員
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
、
予

期
以
上
の
成
果
で
し
た
。
 

と
く
に
、、

丸
キ
呉
服
部
の
方

寿
は
、
定
刻
前
ょ
り
お
い
で
に

な
り
、
ま
た
、

一
般
の
方
々
も

卒
先
し
て
献
血
く
だ
さ
い
ま
し

た
厚
く
お
礼
い
た
し
ま
す
。
 

⑧
 
献

血
は
、
万

一
に
そ
な
え
て

預
血
し
て
お
く
制
度
で
す
か
ら
 
 

徒
に
、
自
転
車
四
十
台
を
贈
っ

て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
寄
贈
は
、
七
月
八
日
消

防
署
前
で
お
こ
な
わ
れ
、
市
で

は
、
寄
贈
さ
れ
た
百
台
の
自
転

車
を
、
市
内
の
中
学
校
の
生
徒

に
さ
し
あ
げ
ま
し
た
。
 

ハ
写
真
・
‘
・
自
転
軍
を
贈
ら
れ

う
れ
し
い
生
徒
た
ち
V
 

福
祉
会
館
が
完
成
 

下
平
井
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷

地
に
建
設
し
て
い
る
福
祉
会
館

が
、
完
成
し
ま
し
た
。
 

福
祉
会
館
は
、
中
央
公
民
館

の
解
体
材
を
使
用
し
、
職
業
訓

練
所
協
力
員
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
．
建
設
し
た
も
の
で
す

内
部
に
は
、
幸
せ
ル
ー
ム
 （
 

老
人
ク
ラ
プ
の
方
々
の
休
け
い
 

満
十
六
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
献
血
を
す
ま
せ

る
と
、
献
血
手
帳
が
交
付
さ
れ

ま
す
か
ら
，
こ
れ
を
も
っ
て
お

り
ま
す
と
、
旅
行
先
や
、
ご
家

族
の
方
で
、
急
に
血
液
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
、
献
血
手
帳
を

示
し
ま
す
と
、
場
所
を
と
わ
ず

日
本
国
中
ど
こ
で
も
通
用
で
き

ま
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ

て
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

ク
採
血
車
は
、
毎
月
第

一
第
三

木
曜
日
に
き
ま
す
ク
 

私
た
ち
の

一
番
恐
れ
て
い
る

伝
染
病
多
発
の
夏
が
き
ま
し
た

暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
冷
い

水
を
の
み
す
ぎ
た
り
、
青
果
物

を
た
ぺ
す
ぎ
た
り
、
夜
の
ね
冷

な
ど
の
た
め
に
、
病
床
の
人
と

な
る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
か

ら
そ
の
人
、
そ
の
人
の
気
の
も

ち
よ

5
や
、
せ
っ
せ
い
に
よ
っ

て
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

▽
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
を

よ
く
洗
い
、
ロ
を
す
す
ぎ
ま
し
 

室
）
四
十
八
丁
日
本
間
、
舞
台

付
、
母
子
ル
ー
ム
 （
母
子
家
庭

の
方
々
の
集
会
室
）
二
十
四
丁

日
本
間
、
勤
労
青
年
ル
ー
ム
、
 

職
業
訓
練
所
な
ど
が
あ
り
、
ま

た
、
授
産
場
（
八
一

・
四
四
平

方
メ
ー
ト
ル
）
も
、
併
設
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

木
造
二
階
建
モ
ル
タ
ル
仕
上

建
設
面
積
五
一
六
平
方
メ
ー
ト

ル
、
事
業
費
二
百
五
十
万
円
。
 

八
写
真
…
完
成
し
た
福
祉
会

館
V
 

よ
A

ノ
。
 

▽
屋
内
の
カ
、

ハ
ェ
を
駅
除

し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
の
み
も
の
や
、
た
ぺ
も
の

に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
た
べ
も
の
の
保
管
や
、
た

べ
合
せ
に
は
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
（
さ
ま
ざ
ま
な
青
物
が

た
く
さ
ん
出
ま
わ
る
と
き
で
す

か
ら
）
 

▽
夜
、
腹
部
を
冷
さ
な
い
よ

う
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

も
し
、
か
ら
だ
に
異
状
を
感

じ
た
と
き
は
、
す
ぐ
、
医
師
の

診
断
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
 

お
互
い
に
、
気
を
つ
け
あ
っ

て
、
い
つ
も
健
康
で
、
明
る
く

ほ
が
ら
か
に
、
こ
の
夏
を
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。
 

五
小
プ

ー
ル
完
成
 

五
所
川
原
小
学
校
の
プ
ー
ル

が
完
成
、
十
五
日
に
ぎ
や
か
に
 

．フ
ー
ル
開
き
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

同
プ
ー
ル
は
、
五
月
着
工
し

二
十
五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
と
十

メ
ー
ト
ル
プ

ー
ル
の
二
つ
を
要

し
た
も
の
で
、
ほ
か
に
、
更
衣

室
、

シ
ャ
ワ

ー
室
、
休
け
い
室

も
完
備
し
て
お
り
ま
す
。
 

事
業
費
、
二
百
七
十
万
円
 

ま
た
、
六
月
着
工
し
た
羽
野

木
沢
小
学
校
ブ
ー
ル
の
、工
事
も

急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、
七
月
二
十

五
日
に
は
、
プ
ー
ル
開
き
が
事

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

A
写
真
…
五
小
プ
ー
川
V
 

マルチン株式会社が 

市に自転車 too台贈る 

市政ニユース 

愛
 
の
 献
血

運

動
 

採
血
車
は
毎
月
第
一

・
三
木
曜
日
 

タバコは市内で 

買いましよう 



・ース ユ
 

ニ
 

政
 

市
 

◇定位置定日集収地域◇ 

旭 町 

錦町．幾島町．さつき町 

敷島町．雛田町．東雲町 

元町．平井町．岩木町．弥生町 

平和町，千鳥町．十川町．下平井住宅 

田園調布，松島住宅 

日
日
日
日
日

曜
曜
曜
曜
曜

火
水
木
金

3
 

週
週

週
週
第

毎
毎
毎
毎
第
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ニ
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ニ
・
ニ
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名 	大 通 り 	小 路 

	

町 	14.15日 	 22日 

	

「 町 	16.17日 	 23 一 25.29日 

	

「 町 	19.20日 	 14・30日 

	

F 町 	21.22.23日 

	

町 	25.26日 	 26日 

	

町 	27.28日 

	

町 	29.30日 	 旧.19.20日 

	

町 	 27日 

	

町 	 28日 

	

町 	 14.15.16.28.29.30日 

	

町 	 26.27日 

	

町 	 旧.19.23日 

	

町 	 2L22日 

	

町 	 20.21日 

	

点 町 	 25日 

	

町 	 16日 

	

広町 	 巧日 

名 

一
、 

町

町
町
町

町
町

町

町

町
町
町
町

町
町

町
町
町
 

原
 

端
 

屋
 
谷
 
田

・
広
末
 

平

平
平
 
町
 

・
コ
 

丁
 

ーュ
 ュ
ーュ
 

田
 

宮
 

柏
上

中
下

大
寺

川
本
布
東
鎌
新

柳
成
田

末

新
 

‘
簡易
保
険
創
業
5
0周
年

：
:
 

記
念
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
 

仙
台
郵
政
局
で
は
、
簡
易
保

険
創
業
五
十
周
年
を
記
念
し
て
 

7
マ
チ
ュ
ァ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

主
 
題
 

◇
第

一
部
 
課
題
作
品
（
簡

易
保
険
融
資
施
設
、
簡
易
保
険

福
祉
施
設
）
簡
易
積
立
金
か
ら

融
資
を
う
け
て
建
設
し
た
、
学

校
病
院
、
公
営
住
宅
、
簡
易
水

道
の
公
共
嘱
設
、
ま
た
は
、
簡

保
加
入
者
ホ
ー
ム
 
（
白
石
）
、
 

保
養
セ
ン
タ
ー
 
（碇
ケ
関
）
等

の
福
祉
施
設
で
、
事
業
の
動
き

を
表
現
し
た
作
品
 

◇
第
ニ
部
 
自
由
作
品
（
人

物
を
配
し
た
も
の
）
 
日
常
生

活
、
風
俗
行
事
、
赤
ち
ゃ
ん
、
 

ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ナ
ッ
プ
等
 

資
 
格
 

東
北
六
県
内
に
居
住
す
る
ア

マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
こ
と
 

サ
イ
ズ
 

キ
ヤ
ビ
ネ
版
以
上
単
写
真

し
め
切
り
 

昭
和
四
十
一
年
七
月
末
日
 
 

7 月 ごみ処 理 日 程 

発
 
表
 

昭
和
四
十
一
年
八
月
末
日

送
り
先
 

仙
台
中
央
局
区
内
 
仙
台
郵

政
局
保
険
部
外
務
課
 

賞
（
第
一
、
二
部
共
通
）
 

推
 
選
 
一

名
（

一
万
円
）
 

特
 
選
 
一

名
（
五
千
円
）
 

準
特
選
 
二

名
（
二
千
円
）
 

入
 
選
 
一
一
十名
（

一
千
円
）
 

佳
 
作
 
二
十
名
（
記
念
晶
）
 

入
選
作
品
の
版
権
は
、
主
催

者
側
に
属
し
ま
す
。
 

身
体
障
害
者

の
巡
回
相
談
 

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談
を

つ
ぎ
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す

障
害
の
変
化
し
た
方
、
相
談
ご

と
の
あ
る
方
（
補
装
具
等
）
新

規
に
申
請
し
た
い
方
は
、
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
お
い
で
の
と
き
、
印

か
ん
と
手
帳
を
ご
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
 

整
形
外
科
 
七

月
二
十

一
日

耳
鼻
咽
喉
科
 
八
月
九
日
 

時
間
は
、
午
前
九
時

ー
午
後

三
時
、
場
所
は
市
役
所
議
場
 

‘北
斗
グ
ラ
ン
ド
に
車

：
・
・
 

を
入
れ
な
い
よ
う
に
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド
は
、
い
ま
八

一

月
の
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

に
間
に
あ
わ
せ
る
べ
く
、
急
ピ

ッ
チ
に
整
地
工
事
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
 

せ
っ
か
く
整
備
し
て
い
る
グ

ラ
ン
ド
も
，
自
動
車
や
自
転
車

が
入
り
ま
す
と
荒
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
車
輔

を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
七
月
二
十
五
日
か
ら

は
、
全
国
高
校
総
体
ソ
フ
ト
ポ
 

ー
ル
競
技
の
た
め
、
グ
ラ
ン
ド

に
フ
エ
ン
ス
等
の
施
設
が
設
鳳

さ
れ
ま
す
の
で
、
大
会
終
了
ま

で
、
グ
ラ
ン
ド
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
 

全
国
高
校
総
体
を
成
功
さ
せ

る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

…
し
尿
汲
取
料
金
は
 

一
八
〇
l
」
百
円
 

し
尿
汲
取
科
金
は
、
こ
れ
ま

で

一
八
〇
拶
（

一
石
）
百
八
十

円
で
し
た
が
、
県
下
最
低
の
料
 

金
で
し
た
の
で
、
 一
市
四
町
の

組
合
議
会
で
協
議
し
た
結
果
、
 

七
月
一
日
か
ら
百
八
十
拶
、
一
一

百
円
と
な
り
ま
し
た
、
便
槽
の

量
目
は
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
 

上
ノ
。
 ま

た
、
汲
取
後
は
、
必
ず
量

目
、
金
額
を
明
示
し
た
領
収
証

を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
。
 

/
 
，

【
 

(
'
 

 

月
M
馴
過
 

‘
 

…
河
川
敷
地
に
ご
み
を

捨
て
な
い
よ
う
に
 

建
設
省
で
は
、
提
防
の
安
全

と
河
川
の
美
化
、
公
衆
衛
生
の

た
め
、
岩
木
川
な
ど
の
河
川
敷

地
に
、
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う

に
の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
と
し
八
月
一
日
か

ら
は
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド
で
、
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
出
が
あ

り
ま
す
。
 

み
ん
な
が
、
き
れ
い
な
場
所

で
競
技
を
見
る
た
め
に
も
、
河

川
を
愛
護
す
る
た
め
に
も
、
ご

み
は
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

も
し
、
あ
な
た
の
知
り
あ
い

で
、
ご
み
を
捨
て
て
い
る
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
捨
て
な
い
よ

う
に
、
お
し
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
 

・
・小
中

学
校
生
 

防
犯
釣
り
大
会
 

と
 
き
 
七
月
十
七
日
午
後
四

時
ー
午
後
七
時
 

と
こ
ろ
 
鎌
谷
町
神
明
宮
境
内
 

（
旧
十
川
）
 

◇
小
中
学
校
の
生
徒
な
ら
、
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
釣
り
道
具
は
、
各
自
が
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

小
 

名
 

井

井
井

一
 
栄
 


	001
	002
	003
	004

